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成東駅南側周辺 

第6回まちづくり協議会を開催しました！ 

 平成28年３月2７日(日)に、平成27年度 第６回まちづくり協議会を開催しました。  
 当日は９名の会員に出席いただき、下記の2点に関する報告と内容について協議を
行いました。 

       ｢交流の実践｣ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟの活動報告・協議の内容 

 ワーキンググループ・常
任委員の石井さんと鈴木さ
んから、去る２月21日に開
催した社会実験「成東今昔
物語」について、開催・分
析結果のご報告をいただき
ました。 

【第6回まちづくり協議会のテーマ】 

 ｢交流の実践｣ワーキンググループの活動報告・協議 

 今後のまちづくり活動に関する意見交換 

報告事項３：実験の評価と今後の課題 
・評価：良かった点・改善が必要な点 
・今後の課題（次回に向けて） 

報告事項1：実験結果（概要） 
・写真展を平成28年２月20日（土）～27日（土）に実施し、出店イベント
を平成28年２月21日（日）に開催しました。 

報告事項２：実験様子（写真）、感想まとめ 
・写真展風景・出店イベント風景・写真展感想 

協議事項１ 

協議会での説明の様子 

報告事項１ 平成28年２月21日（日）の来場者数内訳【天候：曇】 

  わが街ご案内処 中央公民館入口 

※スタッフ出入り・その他
公民館利用者を含むため、

集計は目安 

中央公民館建物内 

駅から
ハイキ
ング受
付者
（人） 

チラシ
配布数
（枚） 

歩行者 
（人） 

自動車 
（台） 

バイ
ク・自
転車
（台） 

写真展
観覧者
（人） 

絵葉書配布数
（セット） 

駅から 

ハイキ
ング客 

一般客 

合計 73 84 151 65 5 113 43 7 



報告事項２ 

・期間中の来場者数は417名、ポストカード配布は221名となった。 

・来場者数は2/21(日)が113名と最も多く、次いで2/27(土)が76名であった。 

・日を経ることに来場者が増加していることから、口コミ等により写真展を来場目的として
来場者数が増えたものと考えらえる。 

  2/20
（土） 

2/21
（日） 

2/23
（火） 

2/24
（水） 

2/25
（木） 

2/26
（金） 

2/27
（土） 

合計 

天候 曇のち雨 曇 雨のち晴 曇のち雨 雪のち晴 晴 晴   

写真展 来場者 27 113 42 61 47 51 76 417 
ポストカード配布   50 9 41 27 41 53 221 

写真展来場者の推移について 

・わが街ご案内処にて駅からハイキング受付者73名に対してチラシ配布によるPRを実
施した結果、中央公民館での絵はがき配布数は43名にのぼった。 

・来場は、歩行者が151名で一番多く、駅利用者、徒歩圏内住民の来場者が多かったこ
とが推察される。 

・写真展観覧者は113名にのぼった。特に地元一般来場者の方々には、（会場内にて来
場者同士で昔話に花が咲く光景も見られるなど）非常に強い関心を示してもらい、滞在

時間は平均30分以上となっていた。 

実験様子（写真）・感想まとめ 

●写真展風景 

●出店イベント風景 

回覧者の中には、「この写真ならもっているよ」と会話されている方もおり、昔話に花が
咲く光景もみられました。 

【ポストカードプレゼント】 【写真回覧様子】 【写真の説明様子】 

駅ハイ参加へのPRを兼ねた商品として、地域の店舗から
の出店は、いずれの店舗も来場者に好評でした。 

【崧園（台湾料理】 【成東駅前あじょっすっ会】 

【NPO法人さんさん味工房】 



実験の評価と今後の課題 

【写真展】 
●評価 
 ★良かった点 
 
 
 
 
 
 
 
 ★改善が必要な点 
 
 
 ★今後の課題（次回に向けて） 
 
 
 

●写真展感想 

・高校時代過ごした成東の街並の 
写真を見ることが出来て良かった 
です。高校卒業以来４０年振りに 
来ましたが、駅前にまだ成美食堂 
が存在することに驚き、エバト書 
店が無くなっていることを残念に 
感じました。 

・とても懐かしく、これでお店が 
あって友達と何か食べながら話が 
できたらもっと楽しかったと思い 
ます。2度目もやって下さい。 

・駅近くで最近イベントがなくて 
さみしい思いをしていたので楽し 
みにしていたのですが、写真の数が少ないのとお店が一日しか出ないというのが残念
でした。でも、なつかしい写真あって良かったです。 

・先日も一度見に来ましたが、「写真にうつってたよ」と聞いて再訪しました。40年
前の自分や同級生と出会えて感動しました。 

・(*^_^*)たのしかったです。 

報告事項３ 

●出店イベント風景 

【（有大橋菓子舗】 【大高醤油（株）、山夢来本舗企業組合】 【相葉苺園】 

・駅からハイキング参加者よりも地域住民もしくはかつて成東周辺に関った人によ
り興味を持ってみてもらえました。 

・成東高校の学生に出品、設営協力参加してもらえたことは非常によかった。 

・出展作品の原本を傷まないようにコピーして返却することができたので、古い作
品などの応募があった。 

・応募の動機付けが弱かったかもしれません。 

・地元の高校生、小中学生などの参加協力 

・作品応募者を増やすための広報活動の改善 



【総まとめ】 
 ●評価 
  ◆社会実験としては一定の成果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  ◆「観光交流のあり方」についても一定の成果 

 
 
 

  ★今後の課題 
 
 
 
 
 

【出店イベント】 
 ●評価 
  ★良かった点 
 
 
 
 
 
 
 
  ★改善が必要な点 
 
 
 
 
  ★今後の課題（次回に向けて） 
 
 

 
 
 
 
 
 

当日の実施報告書は、現在、市役所内部で最終確認中のものであるため、
内容が固まり次第、追ってご報告いたします。 

 

・来場者数の割に売り上げがあり、今後のイベントにつなげられる地域住民の
来場が購入につながっていた。 

・地元産にこだわっていたのでどれも美味しかった。 

・駅からハイキングとのコラボにより、利用者を確保することができた。 

・事前説明会を開催し、出店者から趣旨の理解を得られたこと 

・駅周辺の店舗・企業等にポスター掲示等の協力が得られたこと 
 

・イベント開催に関する告知が足りない、という意見を頂きました。 

・施設の問題で、出店スペースを2箇所に分割してしまった。 

・出店品目について保健所の指導で変更せざるを得なかったものがありました。 

 

・事務局の関与の仕方（消防、保健所等による指
導への対応調整、出店者調整） 

・事前広報、告知方法 

・協力者等の運営体制について 

・イベント運営費用の捻出 

・駅からハイキングのルートの調整 

・天候対応 
 

 
・「駅前」「地元産品」にテーマを絞り込んだことで、 
利用者の共感を得ることができました。 

・次回開催時に、応募作品の増加が見込めそうです。 

・展示がきっかけとなり、来場者同士のコミュニケー 
ションを取ることができ、利用者数だけでなく、趣旨的にも一定の満足いく成
果が挙げられたと考えます。 

・単独開催ではなく、駅ハイとのコラボができたことで、利用者を確保するこ
とができたことが成果であったと考えます。 
 

・駅ハイとコラボすることで、市外からの来場者を取り込むことができました。 

 

・観光交流センター オープニングイベントの実施 

・JRや、他の組織とのジョイントイベントとして継続の可能性。季節ごとのイ
ベントも検討することにより、更なる観光客と市民の交流の創出の模索 

・人の問題（事務局を誰が行うか。どんな人の協力を得るか・巻き込むか→
人・モノ・場所・カネの確保） 
 



【意見交換】 実施報告を受けて質疑・意見交換を行いました 

地元の人がもう少し来
てくれると良かったと
思う。 

米粉を使った料理が注目
されていた。また、木工
細工や醤油、いちごなど
も同様で、全て地元の産
品を使ったものであった
点が良かったと思う。 

写真展は口コミで来場者が増えてき
たので、出店イベントを翌週末に開
催すると良かったのではないかと思
う。 

休憩所の利用を促すた
めに、お茶のサービス
などがあっても良かっ
たのではないだろうか。 

出店について、前日の天
候も悪かったので思って
いたよりも来場者が来て
くれなかった。 

写真展の来場者も一定数
いたので良かったと思う。 

■主な意見 

■ワーキンググループからのまとめ 

・前日の天候の影響もあり、出店イベント当日の来場者は予想した500人より
も少ない結果となりました。また、写真展の来場者が口コミで増える結果を予
測できなかったので、今後、出店イベントを開催する際は、組み合わせるイベ
ントにあわせた開催日の設定と、広報手段を検討することが課題だと感じまし
た。  

【意見まとめ】 意見交換結果を基にまとめを行いました 

■齋藤先生のまとめ 

■中谷先生のまとめ 

・駅からハイキングの利用者としては、やや利用しにくい場所での開催であっ
たが、それなりに利用者があり、良かったのではないかと思います。次回はど
こを会場にするかが課題になると思います。また、今回は苺の季節でしたが、
他の季節に他のイベントと共催することも考えることができると感じました。  

・出店者イベントの開催日によって利用者の変化があったかもしれない 
が、今回の結果は次に繋がる良い結果だったと思います。今後は観光交 
流センターができる予定なので、色々な団体に参画してもらい、今後の 
活用について考えていけたら良いと思います。 

・この報告書を活用して、市長に取組結果を報告したいと思います。  

出店について、来場者から注目
されていた商品はあったか？ 



               今後のまちづくり活動に関する意見交換 協議事項２ 

中谷先生から、平成２７年度の活動の総括がなされました。 

 今年度、協議会が提言を行った観光交流センターについて、基本設計が終
わったそうなので、その結果について来年度の協議会で説明をしてほしい
です。 

 まちづくり協議会として、これからの事を考えると、来年度中に観光交流
センターがオープンするのでオープニングセレモニーなど考えてはどうか
と考えます。 

 また、施設は色々な団体が使うことになりますので、市内の関係団体や市
役所内で市民活動支援を行っている担当課の人たちにも協議会に参画して
ほしいと思います。 

 当初の市の予定では、協議会は5年間の活動を予定していたため、来年度
で活動が終わる予定ですが、今後の協議会のあり方についても考えていき

たいと考えています。 

お知らせ 

皆様のご意見をお寄せください 

 成東駅南側のまちづくりについて、皆様のご意見を事務局へお寄せください。 
 なお、いただいたご意見は、協議会で報告するほか、この協議会ニュースでご紹介させていただ
く場合がありますので、ご了承ください。     【ご意見送付先】  
 山武市都市整備課  
 成東駅南側周辺まちづくり協議会事務局  
 〒289-1392 山武市殿台296 

 ファクス：0475-82-2107 
 電子メール：toshiseibi@city.sammu.lg.jp 
  ※ファクス、電子メールは共用ですので、宛先をご記入ください。 

★平成２７年度の協議会活
動は3月27日の第6回協議
会をもちまして終了いたし
ました。皆さまのご協力、
ありがとうございました。 
 
★協議会は、来年度も引き
続き活動してきます。 
今後とも、ご協力よろしく
よろしくお願いいたします。 


